
金
押
印
士
口
同
組
志
港
廿
五

さ
て
常
光
寺
は
、
菅
家
見
開
銀
K
.
寛
文
三
年
八
月
十
八
日
之
夜
、

金
降
三
枇
常
光
寺
祭
政
K
付
、
人
税
集
.
町
廻
之
小
料
衆
埠
a
錦
之
-

由
民
、
寿
之
後
奥
力
士
中
海
三
郎
兵
衛
屋
敷
へ
人
多
く
遜
入
る
。
中
津

市
世
女
長
刀
を
以
て
況
ν
之
。
依
v
之
彼
姿
女
刻
下
女
を
切
殺
す
。
後
日
吟

味
之
庭
総
領
し
、
本
多
安
房
家
人
庄
司
縦
兵
街
せ
が
れ
・
岡
村
助
左

衛
門
せ
が
れ
商
人
共
切
版
被
v
命
。
と
い
ふ
事
見
え
た
り
。
さ
て
常
光

寺
は
世
々
常
枇
別
訟
に
て
一
柳
勤
せ
し
慮
、
一
判
例
目
出
泌
御
陵
止
に
付

在
、
明
治
二
年
に
復
飾
し
て
料
職
と
成
り
、
腕
問
守
人
と
名
乗
り
.

常
光
寺
の
寺
披
は
廃
止
せ
ら
れ
た
り
。

O
三
位
官

後

刷
一
脚
殿
の
尻
地
怠
る
町
を
ば
、
三
一
耐
官
の
う
し
ろ
と
い

ひ
、
官
J
m

と
同
じ
く
、
町
名
に
呼
べ
り
。
元
秘
六
年
の
士
肢
に
も
、
三
枇
宮
，後

と
あ
り
て
、
元
称
以
前
よ
り
町
名
に
呼
び
来
れ
り
と
附
ゆ
o
官
の
う

し
ろ
と
い
ふ
は
、
宮
尻
と
い
ふ
と
と
に
ひ
と
し
。

O
宮
城
釆
女
上
地
町

加
岨
尾
紀
に
云
品
。
三
枇
宮
の
後
町
と
て
.
士
家
五
六
軒
あ
り
、
此
の

地
は
昔
宮
城
釆
女
の
庖
邸
な
り
し
ゅ
ゑ
に
、
百
披
釆
女
上
地
町
と
唱

、
へ
し
か
ど
、
A
7
は
知
る
も
の
な
し
と
い
へ
り
。

O
宮
城
釆
女
長
成
惇

附
民
長
十
年
の
利
長
卿
越
中
旬
山
養
老
附
士
艇
に
、
七
百
石
官
木
釆
女

と
見
b
・一冗
和
元
二
年
の
士
阪
に
、
小
姓
分
千
三
百
石
宮
木
釆
女
千

石
川
総
と
あ
り
て
、
究
永
凶
年
の
土
岐
K
は
、
御
傍
衆
二
千
三
百
石

宮
木
釆
女
と
見
ね
た
り
。
加
州
勢
大
坂
軍
役
党
政
官
民
、
成
長
二
十
年

五
月
七
日
鎗
衆
伴
雅
楽
介
安
見
方
近
・野
村
左
馬
助
篠
原
級
部
品
体

間
勘
兵
衛
。
訪
問
源
右
街
門
・
西
尾
隼
人
丹
羽
川
織
部
・
山
問
先
右
衛

門

後
藤
盗
左
衛
門

横
山
大
勝
宮
城
釆
女
.
右
於
=岡
山
袋
-
之
鉛
一式

々
。
と
あ
り
。
三
州
芯
帥
開
設
除
考
に
は
、
此
の
時
、
先
鈴
陀
加
る
物

頭
笠
び
使
令
の
震
K
出
づ
る
郎
副
役
者
心
媒
あ
り

τ、
間
山
口
氏
於
て

槍
功
あ
る
鋭
は
、
安
見
右
近
野
村
左
馬
助
・
篠
加
級
部

仲
排
出世助

津
田
和
泉
・同
外
記
・
西
尾
隼
人
・
宮
城
釆
女
・
山
問
先
右
術
門
・後
藤

益
左
衛
門
、
以
上
十
一
人
た
り
。
古
記
陀
載
せ
た
る
も
の
は
此
の
分

注
り
。
此
の
外
横
山
大
勝
・同
式
部
・筏
嶋
三
蔵
・
中
川
宮
内
・
加
藤
石

見
・
玉
井
市
正
・
阿
川
崎
帯
刀
左
術
門
官
岡
下
野
・丹
M
m
絞
部
等
共
の
数

多
し
。
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
‘
一
冗
和
元
二
年
の
士
艇
に
、
宮
城
釆

女
千
石
加
称
と
見
ね
た
る
は
、
一
冗
和
二
年
K
大
坂
に
て
の
戦
功
を
筑

せ
ら
れ
て
‘

一
日
惜
の
加
関
心

E
賜
は
り
た
る
も
の
に
て

、
千
三
百
石
の

家
級
友
り
し
を
‘
此
の
時
千
石
加
間
四
あ
り
て
二
千
三
百
石
と
走
り
し

事
、
究
凱
四
年
の
士
制
限
陀
て
い
ち
じ
る
し
。
三
州
志
に
.
外
の
人
々

の
小
仰
は
戦
せ
た
れ
ど
、
宮
被
は
小
僻
左
し
。
湯
浅
逃
良
の
足
紐
組

宛
行
考
花
、
先
筒
足
艦
大
屋
彦
太
郎
由
緒
牲
に
‘
高
徳
公
越
前
府
中

に

τ、
州
問
地
之
者
五
十
人

被
=
召
抱
-
知
行
被
v
下、

一
克
和
四
年

一
統
知

行
所
被
為
同
上
一
切
米
被
ν
下
。
共
節
よ
り
先
筒
足
軽
之
名
目
と
成
り
、

村
上
盟
前
組
と
成
り
.
共
後
宮
木
釆
女
組
と
成
る
と
あ
り
3

按
宇
る

に
、
村
上
段
前
は
二
千
石
賜
は
り
、
足
組
頭
陀
て
、
滋
野
川
小
橋
の

下
、
今
前
問
主
館
居
屋
敷
の
地
h
居
住
す
と
、
図
事
昌
放
問
答
陀
見

b
、
三
笠
記
迫
加
に
、
村
上
盟
前
は
、
利
常
卿
元
和
三
年
の
頃
被
日
誌

抱
一
一
同
九
年
将
軍
家
御
上
裕
の
頃
云
々
の
事
あ
り
て
御
収
出
で
・
金

制
聞
を
退
去
す
。
と
あ
り
。
さ
れ
ば
、
宮
被
釆
女
主
足
艦
頭
陀
被
v
命、

村
上
盟
前
の
預
り
居
た
る
組
足
般
を
卸
け
ら
れ
し
は
、
一冗
和
九
年
か

究
永
元
年
の
事
な
る
べ
し
の
さ
て
此
の
後
金
津
町
奉
行
に
命
ぜ
ら
れ

し
に
や
。
湯
減
紙
山
川
の
滞
閣
官
職
辺
考
K
・
町
潜
行
は
覚
永
+
八
年

脇
氏
公
入
図
の
糊
は
、
小
塚
藤
右
衛
門・
長
瀬
五
郎
右
衛
門
勤
v
之。

是
金
部
町
山
中
行
の
名
目
の
憶
に
見
え
し
始
な
り
。
共
次
は
宮
城
釆

女
・
奥
村
源
左
術
門
勤
ν
之
。
共
後
宮
崎
磁
人
命
ぜ
ら
れ
、
同
町
民
安
四
年

企
部
古
蹟
官
臨
港
甘
五

お
武
勘
解
由
左
衛
門
命
ぜ
ら
る
。
と
あ
り
o
平
次
技
宇
る
に
・
宮
城

民
は
民
安
の
初
頃
ま
で
勤
務
あ
り
し
事
、
左
の
4
w
b
付
に
て
知
ら
れ
け

h
H
Y

。
機
現
堂
町
・雨
末
寺
町
.北
ハ
外
町
並
に
つ
い
&
き
町
を
立
有
v
之
虎
之
儀
、

本
町
同
然
.
持
法
度
以
下
路
事
町
奉
行
よ
り
可
ν
被
i

申
付
-
候
事
。

政

安

二

年

四

月

十

二

日

禅

問

玄

審

頭

十
品
省
政
人
疋

横
山
左
術
門
尉

長
九
郎
左
衛
門
尉

奥

村

河

内

守

宮

城

釆

女

鮫

脇
田
九
兵
術
殴

右
脇
悶
九
兵
術
は
一
冗
組
遊
間
以
也
。
会
事
場
奉
行
に

τ町
挙
行
主
粂
勘

せ
し
由
、
自
記
に
載
せ
た
り
。
今
枝
直
方
自
記

K
一
苫
ふ
。
或
人
白
日

〈
、
宮
城
釆
女
と
い
ひ
し
者
は
、
明
年
の
奉
公
を
故
年
よ
り
工
夫
せ

し
程
の
者
た
り
し
と
云
々
。
と
紋
せ
た
り
。
右
傍
敢
に
家
般
と
あ
れ

ば
、
今
枝
信
燃
の
訟
穏
な
り
し
都
知
ら
れ
け
り
。
さ
て
、
共
の
後
-K

の
事
は
子
孫
断
絶
せ
し
ゅ
ゑ
詳
か
友
ら
字
。
加
藤
系
闘
に
左
の
如
く




